
 

第２期宮城県教育振興基本計画第１次アクションプランの策定について 

 

１ 目 的 

第２期宮城県教育振興基本計画（計画期間：平成２９年度から平成３８年度

まで（１０年間））に掲げた目標を着実に推進していくため，実施する施策の

内容や年次計画などを具体的に示すアクションプランを策定するもの。 

 

２ 計画期間 第１次：平成２９年度から平成３２年度まで（４年間） 

 

３ アクションプランの構成 

 

Ⅰ はじめに 

１ 第２期宮城県教育振興基本計画の策定（目指す姿，計画の目標） 

２ アクションプラン策定の趣旨 

Ⅱ 施策の展開 

１ 施策の全体体系 

２ 「宮城の将来ビジョン」及び「宮城県震災復興計画」との関係  新規  

３ 「第２期宮城県教育振興基本計画」の点検及び評価  新規  

Ⅲ 基本方向ごとの取組（基本方向１～基本方向１０） 

１ 方向性（第２期計画から抜粋） 新規  

２ 第１次アクションプランにおける取組 

・主な取組内容，目標指標，取組の工程表  新規  

３ 平成 29 年度の主な事業 

・事業名，事業概要（平成 29年度の主な取組  新規  ） 

事業期間，H29 当初予算額，担当課室 

Ⅳ 平成 29 年度 特に注力する事業（事業イメージ図） 新規  

 

４ アクションプランの内容等 

・ 第２期計画における取組の方向性に基づき，第１次アクションプランに 

おける４年間の主な取組内容及び年度ごとの目標値を掲載するとともに，取

組の年次計画や対象となる発達段階を示す「取組の工程表」を掲載。 

・ 基本方向ごとに，主な事業の一覧表を掲載するほか，平成２９年度に特に

注力する事業については，それぞれの事業の概要を示す「事業イメージ図」

を掲載。 

・ ＰＤＣＡサイクルによる進行管理を行うため，県で実施している政策評

価・施策評価と一体的に第２期計画の点検及び評価を実施し，毎年度，アク

ションプランの改定を行う。 

 

５ 備 考 

第１次アクションプランについては，第２期計画の策定と併せて，平成２９

年３月に策定・公表予定。 

課長報告（１） 
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第２期みやぎの教育情報化推進計画について 

 

１ 計画策定の趣旨と位置付け 

○ 平成２５年３月に「みやぎの教育情報化推進計画」（以下，「第１期計画」と

いう。）を策定し，高度情報化社会に対応する児童生徒の育成を目指し，教育の

情報化を推進してきた。 

○ 一方，今日の情報通信技術の進歩は著しく，新しい通信技術やそれを生かした

学習支援，あるいは，スマートフォンやＳＮＳの急速な普及によるトラブルや生

活の乱れなどの対応に加え，２１世紀を生き抜くための基盤となる情報活用能力

の育成が喫緊の課題となっている状況である。 

○ 現在策定中の第２期宮城県教育振興基本計画（以下，「基本計画」という。）

においては，ＩＣＴ教育の推進を掲げ，情報教育の充実や教科指導におけるＩＣ

Ｔ活用等の推進を図り，確かな学力の育成を目指すこととしており，当該基本計

画を具現化するための取組として，また，今年度末に計画期間が終了する第１期

計画の後継計画として，本県教育の情報化の現状や課題を踏まえつつ，目指すべ

き姿とその実現に向けた施策等を示す「第２期みやぎの教育情報化推進計画」を

策定したもの。 

 
２ 計画期間 

   平成２９年４月から平成３２年３月まで（３か年） 
 
３ 対象 

   県内の公立小学校・中学校・高等学校・特別支援学校 

 

４ 施策の基本方向と取組 

 施策の基本方向 基本方向を実現する取組（本編のページ） 

① 情報教育の充実 ○体系的な情報教育の推進（P9～10） 

○情報モラル教育の推進（P11～12） 

○学習指導要領の改訂等の新しい方向性に向けた対応（P13） 

② 教科指導におけ
る ICT活用の推
進 

○教科指導における ICT 活用「MIYAGI  Style」の普及と定着
（P14） 

○産業を担う専門高校や専門学科での ICT 活用の充実（P15） 

○教育機会を保証するための ICT の活用（P16） 

○教員の ICT 活用指導力の向上（P17～18） 

③ 特別支援教育で
の活用 

○児童生徒一人一人の特性に応じた「@ MIYAGI  Style」の普及 

と定着（P19） 

○ICT を活用した個別の指導計画・教育支援計画の共有による個
に応じた指導や支援の充実（P20） 

④ 校務の情報化の
推進 

○学校運営支援統合システムの利用促進と普及（P21） 

○ICT を活用した地域や保護者への情報発信（P22） 

⑤ 学校における
ICT 教育環境の
整備 

○教育の情報化を推進，支援する体制の整備（P23） 

○教育の情報化を支えるインフラの整備（P24～25） 

○情報セキュリティの確保（P26～27） 

※ 表中の下線部は，基本方向を実現する取組のうち，新規の取組を示している。 

課長報告（２） 
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５ 計画の特色 

○ 「学習指導要領の改訂等の新しい方向性に向けた対応」や「教科指導における

ＩＣＴ活用「MIYAGI Style」の普及と定着」など，新たな教育環境への対応や県

教育委員会として充実・強化すべき取組について整理・見直し 

○ 基本方向を実現する取組では，具体の施策毎に「現状・課題」や「目標指標」

等を個表として整理し，個表には，各種会議の開催や研修会の実施，教育の情報

化を支えるネットワークの整備など，具体的な取組を明記することにより，基本

計画を実現するためのアクションプランとして計画を策定 

○ 計画の着実な推進や進行管理を行うため施策毎に工程表を作成（P29～31） 

 

６ その他 

○ 計画の策定に当たり，外部有識者の知見を活用したほか，市町村教育委員会を

対象とした説明会やパブリックコメントの実施など，幅広く計画に対する意見照

会や説明を行いながら，策定を進めた。 
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　　　　※　表中の下線部は，基本方向を実現する取組のうち，新規の取組を示している。

第２期みやぎの教育情報化推進計画（計画期間：平成２９年度～平成３１年度）の概要 

【計画の目的】  情報化社会・グローバル社会において主体的に学び，考え行動するみやぎの児童生徒の育成 

【施策の基本方向１】 

情報教育の充実 

【施策の基本方向２】 

 教科指導におけるICT活用の推進 

【施策の基本方向３】 

特別支援教育での活用 
【施策の基本方向４】 

校務の情報化の推進 

【施策の基本方向５ 】 学校におけるICT教育環境の整備 

【基本方向を実現する取組と主な施策】 

 １ 教育の情報化を推進，支援する体制の整備 

    ・教育の情報化を支える体制と支援する取組の充実 

   ２ 教育の情報化を支えるインフラの整備 

    ・宮城県教育情報システム（ＳＷＡＮⅡ）の再構築の推進    ・市町村教育委員会におけるコンピュータやネットワークなどのインフラ整備の推進 

 ３ 情報セキュリティの確保 

    ・職員一人一人に対する意識啓発と各種研修会の活用による情報セキュリティ事故の防止 ・安全・安心なネットワーク環境の整備 

【現状・主な課題】 

１ 教育の情報化を推進，支援する体制の充実 

２ 「教員のＩＣＴ活用指導力」や「学校におけるＩＣＴ環境の 

  整備」において全国平均よりも低調 

３ 個人情報の漏えい，コンピュータウイルス，不正アクセス 

  など，情報セキュリティリスクの増大 

【現状・課題】 

１ 情報教育を行うための計画的・体系的な取組が重要 

２ 情報セキュリティを含む情報モラルを指導力する能力 

  の向上 

３ スマートフォンやＳＮＳの急速な普及によるトラブルや 

  生活リズムの乱れ等への対応 

４ 学習指導要領の改訂など，新たな教育環境の変化 

【基本方向を実現する取組と主な施策】 

１ 体系的な情報教育の推進  

     ・市町村における教育情報化推進計画策定の推進と第 

  ２期みやぎの教育情報化推進計画の着実な実施 

 ・各教科での情報活用能力の育成  

２ 情報モラル教育の推進 

  ・情報セキュリティを含む情報モラル教育の理解と研 

    修の推進 

  ・情報モラル教育における家庭・地域との連携 

３ 学習指導要領の改訂等の新しい方向性に向けた対応 

   ・学校を取り巻く変化への対応に向けたＩＣＴ教育環 

    境の検討と整備 
 

教  育  の  情  報  化 （ ３ つ の 柱 ） 
 
 

【現状・課題】 

 １ ＩＣＴを活用したわかりやすく深まる授業の実現  

 ２ ＩＣＴの進展に対応する高度な専門教育の実践 

 ３ 諸事情により学校に通うことができない児童生徒に 

   対する学習の支援 

 ４ 「教員のＩＣＴ活用指導力」や「学校におけるＩＣＴ環境 

   の整備」において全国平均よりも低調 

【現状・課題】 

 １ 児童生徒一人一人の特性や発達段階に応じたＡＴ 

   （Assistive Technology：支援技術） を活用した教科 

   指導や社会参画への支援 

 ２ 個々の児童生徒の教育的ニーズに即したきめの 

   細かい指導の充実 

 ３ 情報教育の教育課程への位置付けの推進 

【現状・課題】 

   １ 統合型校務支援システムの整備率が全国平均よりも低調 

 ２ 「児童生徒と向き合う時間の確保」による教育の質の向上 

 ３ 学校ホームページによる情報発信 

 ４ スマートフォンなど，多様な通信媒体への学校からの情報 

   発信力の充実 

【基本方向を実現する取組と主な施策】 

   １ 教科指導におけるＩＣＴ活用「ＭＩＹＡＧＩ Ｓｔｙｌｅ」の 

   普及と定着 

   ・「MIYAGI  Style」によるわかりやすく深まる 

   授業の実践と着実なＩＣＴ機器整備の推進 

  ２ 産業を担う専門高校や専門学科でのＩＣＴ活用の 

   充実 

   ・地域企業や高等教育機関と連携したＩＣＴを 

   活用した授業の促進 

  ３ 教育機会を保証するためのＩＣＴの活用 

   ・ＩＣＴの特性や強みを生かした学習機会の提供 

   ４ 教員のＩＣＴ活用指導力の向上 

   ・総合教育センターによる専門的・総合的なＩＣ 

   Ｔ活用研修の充実 

【基本方向を実現する取組と主な施策】 

   １ 児童生徒一人一人の特性に応じた「＠ＭＩＹＡＧＩ  

   Ｓｔｙｌｅ」の普及と定着 

   ・児童生徒一人一人の特性に応じたＩＣＴ活用 

    の充実と推進 

 ２ ＩＣＴを活用した個別の指導計画・教育支援計画 

   の共有による個に応じた指導や支援の充実 

   ・一人一人の学習目標を明確にした指導体制の 

    推進及び情報教育の充実 

【基本方向を実現する取組と主な施策】 

   １ 学校運営支援統合システムの利用促進と普及 

   ・県立高校でのシステムの普及・定着と特別支援学校 

       や市町村教育委員会への導入促進 

 ２ ＩＣＴを活用した地域や保護者への情報発信 

   ・学校ホームページ等のインターネットを活用した情 

      報発信力の強化 

 

 

 【計画策定の趣旨】 

     本県では，平成２５年３月に「みやぎの教育情報化推進計画」を策定し，教育の情報化を推進してきた。一方，今日の情報通信技術の進歩は著しく，新しい通信技術やそれを生かした学習 

    支援，あるいは，情報化の影の部分への対応に加え，２１世紀を生き抜くための基盤となる情報活用能力の育成が喫緊の課題となっている。このようなことから，現在策定中の「第２期宮城 

    県教育振興基本計画」において掲げている「ＩＣＴ教育の推進」や本県教育の情報化の現状及び課題等を踏まえ，新たな行動計画である教育情報化推進計画を策定したもの。 

情報教育 ： 情報活用能力の育成 教科指導におけるＩＣＴ活用 ： わかりやすく深まる授業の実現 校務の情報化 ： 校務の情報化による教育の質の向上 
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課長報告（３）

名取支援学校の分校設置について

少子化により児童生徒が減少する中，特別支援教育については県民の理解が進んだこと

などから，特別支援学校への入学を希望する児童生徒数は増加している。

特に仙台圏域における知的障害特別支援学校の在籍者数は増加傾向にあり，普通教室の

特別教室への転用や１学級の定員超過など，狭隘化の問題は大きな懸案となっている。

その解消を図るため，地域の小・中学校の校舎や余裕教室を活用した特別支援学校の分

校等の設置について，これまで検討を進めてきたところであるが，今回，名取市との間で，

以下のとおり合意に至ったものである。

１ 設置分校の概要

分校を設置する学校 名取市立不二が丘小学校

設 置 学 部 小学部（１５～２０人）

必用となる教室数等 教室５ 職員室 保健室 活動室 等（東校舎を活用予定）

開 校 予 定 平成３１年４月

２ 分校設置の効果

（１）児童生徒の学習環境の改善と通学の利便性向上

現在，名取支援学校では，図工室など特別教室を普通教室に転用し，また１学

級の定員も超過するなど，劣悪な学習環境や教室不足にあることから，この改善

を図ることができる。

通学区域を分校となる不二が丘小学校の周辺に設定することにより，これまで

よりも通学時間を短縮することができる。

（２）共生社会の実現を目指した障害児に対する理解促進

自然な交流により，障害児に対する理解が進み，誰もが相互に人格と個性を尊

重し合い，人々の多様な在り方を相互に認め合える全員参加型社会形成の基礎づ

くりに繋がる。

３ 経過及び今後の予定

平成２８年１０月 県教育長から市教育長へ分校開設に係る協力について打診

１２月 名取市長へ分校開設に係る協力を正式に依頼

不二が丘小学校及び名取支援学校教職員説明

不二が丘小学校及び名取支援学校ＰＴＡ役員説明

平成２９年 １月末 不二が丘小学校保護者・地区住民説明会

平成２９，３０年度 改修設計及び改修工事

平成３１年 ４月 開校（年次進行により児童受入）
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１　入学者選抜実施公立高等学校数・学科（コース・部を含む）数

（１）全日制課程：県立６６校，市立４校　　　　計７０校　１３６学科

（２）定時制課程：県立１１校，市立２校　　　　計１３校　　２１学科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計７５校　１５７学科

　※全日制課程と定時制課程の設置校は８校

２ 　総括

Ｈ２９ Ｈ２８ 増減 Ｈ２９ Ｈ２８ 増減

21,590 21,723 ▲ 133

14,720 14,760 ▲ 40 1,000 1,000 0

4,846 4,842 4 296 308 ▲ 12

7,979 8,346 ▲ 367 199 204 ▲ 5

1.65 1.72 ▲ 0.07 0.67 0.66 0.01

4,575 4,619 ▲ 44 143 141 2

若干名 若干名 0

0 2 ▲ 2

0 2 ▲ 2

106 106 0

57 63 ▲ 6

51 53 ▲ 2

202 196 6

9,892 9,892 0 857 859 ▲ 2

11,912 12,259 ▲ 347 273 294 ▲ 21

1 0 1 0 0 0

1.20 1.24 ▲ 0.04 0.32 0.34 ▲ 0.02

161 145 16 4 4 0

11,751 12,114 ▲ 363 269 290 ▲ 21

1.19 1.22 ▲ 0.03 0.31 0.34 ▲ 0.03

（参考）連携型選抜実施校：志津川高校

　　　　併設型中学校：仙台二華中学校，古川黎明中学校

平成２９年度宮城県公立高等学校入学者選抜に係る

後期選抜実施状況について

全日制課程 定時制課程

中学校卒業予定者数 ※１

募集定員

前期選抜

募集人数

出 願 者

出願倍率

合 格 者

社会人
特別選抜

　　募集人数 ※２

出 願 者

合 格 者

連携型選抜

募集人数

-出 願 者

合 格 者

併設型中学校からの入学予定者数

後期選抜

募集人数

出 願 者

特例措置による出願者

出願倍率

欠 席 者

受 験 者

受験倍率

　※１　中学校卒業予定者数は，H29は平成28年5月1日現在，H28は平成27年5月1日現在の数字である。

　※２　前期選抜募集人数の内数である。

課長報告（４）
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３　各学校・学科別の後期選抜実施状況

《全日制課程》

男 女 計 出願倍率 男 女 計 男 女 計 受験倍率 出願倍率 受験倍率

 1 白    石 普通科 240 72 168 104 67 171 1.02 8 1 9 96 66 162 0.96 1.20 1.18

看護科            ● 40 12 28 2 41 43 1.54 0 0 0 2 41 43 1.54 1.61 1.61

 2 蔵    王 普通科 80 13 67 18 20 38 0.57 0 1 1 18 19 37 0.55 0.48 0.46

機械科　　　　　　◎ 80 32 48 49 3 52 1.08 0 0 0 49 3 52 1.08 1.02 1.02

電気科　　　　　　◎ 40 16 24 26 0 26 1.08 0 0 0 26 0 26 1.08 0.50 0.50

 3 白 石 工 工業化学科　　　　◎ 40 16 24 17 9 26 1.08 0 0 0 17 9 26 1.08 1.58 1.58

建築科　　　　　　◎ 40 16 24 27 9 36 1.50 0 0 0 27 9 36 1.50 0.88 0.88

設備工業科　　　　◎ 40 16 24 40 2 42 1.75 0 0 0 40 2 42 1.75 1.79 1.79

 4 村    田 総合学科 120 27 93 37 33 70 0.75 0 0 0 37 33 70 0.75 1.01 1.00

 5 柴田農林 食農科学科･動物科学科◎★ 80 32 48 29 13 42 0.88 2 0 2 27 13 40 0.83 1.04 1.04

森林環境科･園芸工学科◎★ 80 32 48 50 12 62 1.29 0 0 0 50 12 62 1.29 1.06 1.06

       川崎 普通科 40 6 34 10 5 15 0.44 0 0 0 10 5 15 0.44 0.75 0.75

流通マネジメント科◎ 80 33 47 13 36 49 1.04 0 0 0 13 36 49 1.04 1.29 1.29

 6 大河原商 情報システム科　　◎ 80 33 47 31 26 57 1.21 0 0 0 31 26 57 1.21 0.77 0.77

ＯＡ会計科　　　　◎ 40 17 23 2 9 11 0.48 0 0 0 2 9 11 0.48 0.71 0.71

 7 柴    田 普通科 120 23 97 50 56 106 1.09 0 0 0 50 56 106 1.09 1.08 1.08

体育科            ● 40 28 12 9 2 11 0.92 0 0 0 9 2 11 0.92 2.42 2.42

　刈田柴田　地　区　計 1,280 424 856 514 343 857 1.00 10 2 12 504 341 845 0.99 1.06 1.06

 8 角    田 普通科 160 48 112 68 42 110 0.98 0 0 0 68 42 110 0.98 0.90 0.90

 9 伊    具 総合学科 120 27 93 43 17 60 0.65 0 0 0 43 17 60 0.65 0.68 0.68

　伊　具　地　区　計 280 75 205 111 59 170 0.83 0 0 0 111 59 170 0.83 0.80 0.80

  南  部  地  区  合  計 1,560 499 1,061 625 402 1,027 0.97 10 2 12 615 400 1,015 0.96 1.01 1.01

10 名    取 普通科 240 72 168 136 121 257 1.53 0 2 2 136 119 255 1.52 1.57 1.57

家政科            ● 40 16 24 0 41 41 1.71 0 1 1 0 40 40 1.67 1.50 1.50

11 名 取 北 普通科 280 84 196 110 117 227 1.16 0 1 1 110 116 226 1.15 1.38 1.38

普通科･普通ｺｰｽ　　◎ 40 16 24 32 19 51 2.13 0 1 1 32 18 50 2.08 1.15 1.12

普通科･園芸ｺｰｽ　　◎ 40 1 39 29 17 46 1.18 0 0 0 29 17 46 1.18 1.11 1.11

12 亘    理 食品化学科　　　　◎ 40 2 38 30 15 45 1.18 0 0 0 30 15 45 1.18 1.24 1.24

商業科　　　　　　◎ 40 6 34 22 15 37 1.09 0 0 0 22 15 37 1.09 0.64 0.64

家政科　　　　　　◎ 40 8 32 1 30 31 0.97 0 0 0 1 30 31 0.97 0.90 0.90

農業科･園芸科　　 ◎★ 120 48 72 82 45 127 1.76 1 0 1 81 45 126 1.75 1.26 1.26

13 宮 城 農 農業機械科　　　　◎ 40 16 24 27 0 27 1.13 0 0 0 27 0 27 1.13 1.71 1.71

食品化学科　　　　◎ 40 16 24 26 13 39 1.63 0 0 0 26 13 39 1.63 1.58 1.58

生活科　　　　　　◎ 40 16 24 10 25 35 1.46 0 0 0 10 25 35 1.46 1.50 1.50

　亘理名取　地　区　計 1,000 301 699 505 458 963 1.38 1 5 6 504 453 957 1.37 1.35 1.35

14 仙 台 一 普通科 320 64 256 223 129 352 1.38 1 0 1 222 129 351 1.37 1.51 1.50

15 仙台二華 普通科　　　　　　■ 240 147 93 41 100 141 1.52 1 0 1 40 100 140 1.51 1.01 1.00

16 仙台三桜 普通科 280 84 196 33 245 278 1.42 2 1 3 31 244 275 1.40 1.34 1.32

17 仙台向山 普通科　　　　　　◎ 160 48 112 94 60 154 1.38 6 0 6 88 60 148 1.32 1.37 1.29

理数科　　　　　　◎ 40 16 24 32 6 38 1.58 5 1 6 27 5 32 1.33 1.29 0.79

18 仙 台 南 普通科 280 84 196 141 104 245 1.25 11 3 14 130 101 231 1.18 1.80 1.76

19 仙 台 西 普通科 280 84 196 159 131 290 1.48 0 0 0 159 131 290 1.48 1.43 1.42

20 仙 台 東 普通科 240 72 168 130 88 218 1.30 5 0 5 125 88 213 1.27 1.45 1.43

英語科            ● 40 11 29 9 22 31 1.07 0 0 0 9 22 31 1.07 1.50 1.50

機械科　　　　　　◎ 80 32 48 59 2 61 1.27 5 0 5 54 2 56 1.17 1.54 1.46

電子機械科　　　　◎ 40 16 24 23 0 23 0.96 5 0 5 18 0 18 0.75 1.42 1.33

21 宮 城 工 電気科　　　　　　◎ 80 31 49 68 4 72 1.47 0 0 0 68 4 72 1.47 1.17 1.17

情報技術科　　　　◎ 40 16 24 32 2 34 1.42 7 0 7 25 2 27 1.13 1.96 1.46

化学工業科　　　　◎ 40 14 26 29 8 37 1.42 0 0 0 29 8 37 1.42 1.92 1.88

インテリア科　　　◎ 40 16 24 22 36 58 2.42 0 1 1 22 35 57 2.38 1.88 1.58

22 仙 台 工※ 建築科　　　　　　◎ 30 12 18 35 9 44 2.44 3 0 3 32 9 41 2.28 2.00 2.00

機械科　　　　　　◎ 70 28 42 73 1 74 1.76 1 0 1 72 1 73 1.74 2.10 2.10

電気科　　　　　　◎ 70 27 43 65 2 67 1.56 1 0 1 64 2 66 1.53 1.90 1.90

土木科　　　　　　◎ 30 12 18 30 3 33 1.83 0 0 0 30 3 33 1.83 2.06 2.06

　仙　台　南　地　区　計 2,400 814 1,586 1,298 952 2,250 1.42 53 6 59 1,245 946 2,191 1.38 1.51 1.47

　中　部　南　地　区　合　計 3,400 1,115 2,285 1,803 1,410 3,213 1.41 54 11 65 1,749 1,399 3,148 1.38 1.46 1.43

後期選抜
出願者数

後期選抜
欠席者数

後期選抜
受験者数

平成28年度
後期選抜学 校 名 学 科・コース

平成29
年度
募集定

員

前期選
抜等

合格者
数

後期
選抜
募集
人数
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《全日制課程》

男 女 計 出願倍率 男 女 計 男 女 計 受験倍率 出願倍率 受験倍率

後期選抜
出願者数

後期選抜
欠席者数

後期選抜
受験者数

平成28年度
後期選抜学 校 名 学 科・コース

平成29
年度
募集定

員

前期選
抜等

合格者
数

後期
選抜
募集
人数

23 仙 台 二 普通科 320 96 224 196 124 320 1.43 0 1 1 196 123 319 1.42 1.21 1.20

24 仙 台 三 普通科 240 72 168 192 83 275 1.64 0 1 1 192 82 274 1.63 1.70 1.69

理数科            ● 80 32 48 47 8 55 1.15 0 0 0 47 8 55 1.15 1.42 1.40

25 宮 城 一 普通科　　　　　　◎ 200 60 140 26 157 183 1.31 0 1 1 26 156 182 1.30 1.69 1.69

理数科　　　　　　◎ 80 32 48 35 35 70 1.46 4 0 4 31 35 66 1.38 0.88 0.82

26 宮城広瀬 普通科 280 70 210 158 169 327 1.56 1 0 1 157 169 326 1.55 1.48 1.47

27    泉 普通科 240 72 168 150 99 249 1.48 11 0 11 139 99 238 1.42 1.93 1.86

英語科            ● 40 16 24 24 21 45 1.88 2 0 2 22 21 43 1.79 1.92 1.92

28 泉 松 陵 普通科 280 84 196 163 97 260 1.33 0 0 0 163 97 260 1.33 1.50 1.50

29 泉 館 山 普通科 280 84 196 183 113 296 1.51 10 1 11 173 112 285 1.45 1.46 1.43

普通科 160 40 120 118 105 223 1.86 9 2 11 109 103 212 1.77 1.46 1.37

30 宮 城 野 美術科          　◎ 40 20 20 1 40 41 2.05 0 0 0 1 40 41 2.05 1.00 1.00

総合学科          ● 80 19 61 46 45 91 1.49 2 3 5 44 42 86 1.41 1.29 1.20

31 仙    台※ 普通科 280 84 196 146 103 249 1.27 2 0 2 144 103 247 1.26 1.63 1.60

32 仙 台 商※ 商業科 320 128 192 94 192 286 1.49 0 1 1 94 191 285 1.48 1.58 1.57

　仙　台　北　地　区　計 2,920 909 2,011 1,579 1,391 2,970 1.48 41 10 51 1,538 1,381 2,919 1.45 1.52 1.50

33 塩    釜 普通科 320 80 240 151 163 314 1.31 2 0 2 149 163 312 1.30 1.57 1.57

ビジネス科 80 24 56 37 76 113 2.02 0 0 0 37 76 113 2.02 1.71 1.71

34 多 賀 城 普通科 240 72 168 112 102 214 1.27 4 0 4 108 102 210 1.25 1.42 1.38

災害科学科        ● 40 16 24 21 8 29 1.21 2 0 2 19 8 27 1.13 0.92 0.88

35 松    島 普通科　　　　　　◎ 120 36 84 94 71 165 1.96 0 0 0 94 71 165 1.96 1.87 1.87

観光科　　　　　　◎ 80 32 48 31 31 62 1.29 0 0 0 31 31 62 1.29 1.32 1.32

36 利    府 普通科 200 60 140 72 64 136 0.97 0 0 0 72 64 136 0.97 1.32 1.32

スポーツ科学科    ● 80 56 24 45 10 55 2.29 0 0 0 45 10 55 2.29 1.54 1.54

　塩　釜　地　区　計 1,160 376 784 563 525 1,088 1.39 8 0 8 555 525 1,080 1.38 1.50 1.49

普通科　　　　　　◎ 80 17 63 49 50 99 1.57 0 0 0 49 50 99 1.57 1.18 1.18

37 黒    川 機械科　　　　　　◎ 80 18 62 69 1 70 1.13 2 0 2 67 1 68 1.10 0.89 0.89

電子工学科　　　　◎ 40 6 34 13 2 15 0.44 0 0 0 13 2 15 0.44 0.85 0.85

環境技術科　　　　◎ 40 16 24 25 15 40 1.67 0 0 0 25 15 40 1.67 1.38 1.38

普通科･人文ｺｰｽ　　◎ 120 48 72 65 64 129 1.79 0 0 0 65 64 129 1.79 1.64 1.63

38 富    谷 普通科･国際ｺｰｽ　　◎ 80 29 51 20 30 50 0.98 0 0 0 20 30 50 0.98 1.17 1.15

普通科･理数ｺｰｽ　　◎ 80 32 48 55 26 81 1.69 4 0 4 51 26 77 1.60 1.68 1.60

　黒　川　地　区　計 520 166 354 296 188 484 1.37 6 0 6 290 188 478 1.35 1.29 1.27

　中　部　北　地　区　合　計 4,600 1,451 3,149 2,438 2,104 4,542 1.44 55 10 65 2,383 2,094 4,477 1.42 1.49 1.47

39 古    川 普通科 240 72 168 120 72 192 1.14 2 0 2 118 72 190 1.13 1.17 1.17

40 古川黎明 普通科 　　　     ■ 240 139 101 35 58 93 0.92 1 0 1 34 58 92 0.91 1.29 1.27

41 岩 出 山 普通科 120 36 84 38 32 70 0.83 0 0 0 38 32 70 0.83 0.77 0.76

42 中 新 田 普通科 120 36 84 43 38 81 0.96 0 0 0 43 38 81 0.96 1.01 1.01

43 松    山 普通科 40 9 31 5 3 8 0.26 0 0 0 5 3 8 0.26 0.32 0.32

家政科            ● 40 16 24 1 21 22 0.92 0 1 1 1 20 21 0.88 0.88 0.88

農業科　　　　　　◎ 40 4 36 17 3 20 0.56 0 0 0 17 3 20 0.56 0.27 0.27

44 加 美 農 農業機械科　　　　◎ 40 7 33 22 0 22 0.67 0 0 0 22 0 22 0.67 0.70 0.70

生活技術科　　　　◎ 40 8 32 3 11 14 0.44 0 0 0 3 11 14 0.44 0.22 0.22

土木情報科　　　　◎ 40 16 24 23 6 29 1.21 0 0 0 23 6 29 1.21 1.54 1.54

建築科　　　　　　◎ 40 16 24 20 11 31 1.29 0 0 0 20 11 31 1.29 1.17 1.17

45 古 川 工 電気電子科　　　　◎ 40 16 24 27 8 35 1.46 0 0 0 27 8 35 1.46 0.81 0.77

機械科　　　　　　◎ 80 32 48 65 1 66 1.38 1 0 1 64 1 65 1.35 1.08 1.08

化学技術科　　　　◎ 40 16 24 10 19 29 1.21 0 0 0 10 19 29 1.21 1.73 1.73

46 鹿島台商 商業科 120 48 72 26 11 37 0.51 0 0 0 26 11 37 0.51 0.67 0.67

　大　崎　地　区　計 1,280 471 809 455 294 749 0.93 4 1 5 451 293 744 0.92 0.97 0.96

47 涌    谷 普通科 160 48 112 57 31 88 0.79 1 1 2 56 30 86 0.77 0.63 0.63

農業技術科･農業科学ｺｰｽ◎ 40 16 24 17 9 26 1.08 0 0 0 17 9 26 1.08 1.33 1.33

48 小牛田農林 農業技術科･農業土木ｺｰｽ◎ 40 16 24 25 3 28 1.17 0 0 0 25 3 28 1.17 1.96 1.96

総合学科 120 48 72 22 53 75 1.04 0 0 0 22 53 75 1.04 1.17 1.17

49 南    郷 普通科 40 5 35 8 6 14 0.40 0 0 0 8 6 14 0.40 0.47 0.47

産業技術科 40 9 31 26 2 28 0.90 0 0 0 26 2 28 0.90 0.94 0.94

　遠　田　地　区　計 440 142 298 155 104 259 0.87 1 1 2 154 103 257 0.86 0.94 0.94
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《全日制課程》

男 女 計 出願倍率 男 女 計 男 女 計 受験倍率 出願倍率 受験倍率

後期選抜
出願者数

後期選抜
欠席者数

後期選抜
受験者数

平成28年度
後期選抜学 校 名 学 科・コース

平成29
年度
募集定

員

前期選
抜等

合格者
数

後期
選抜
募集
人数

50 佐    沼 普通科 240 72 168 71 61 132 0.79 2 0 2 69 61 130 0.77 1.17 1.17

51 登    米 普通科 120 36 84 47 45 92 1.10 0 0 0 47 45 92 1.10 1.25 1.25

農業科　　　　　　◎ 40 8 32 25 10 35 1.09 0 0 0 25 10 35 1.09 1.10 1.10

機械科　　　　　　◎ 40 16 24 21 1 22 0.92 0 0 0 21 1 22 0.92 1.08 1.08

52 登米総合産業 電気科　　　　　　◎ 40 12 28 22 0 22 0.79 0 0 0 22 0 22 0.79 0.56 0.56

情報技術科　　　　◎ 40 14 26 11 6 17 0.65 0 0 0 11 6 17 0.65 0.92 0.92

商業科　　　　　　◎ 40 16 24 4 14 18 0.75 0 0 0 4 14 18 0.75 0.79 0.79

福祉科　　　　　　◎ 40 16 24 8 12 20 0.83 0 0 0 8 12 20 0.83 0.72 0.72

　登　米　地　区　計 600 190 410 209 149 358 0.87 2 0 2 207 149 356 0.87 1.07 1.07

53 築    館 普通科 160 48 112 49 54 103 0.92 0 0 0 49 54 103 0.92 1.13 1.13

54 岩 ケ 崎　 普通科･文系教養ｺｰｽ◎ 80 16 64 23 24 47 0.73 0 0 0 23 24 47 0.73 0.57 0.57

普通科･理系教養ｺｰｽ◎ 40 16 24 6 1 7 0.29 0 0 0 6 1 7 0.29 0.42 0.39

55 迫　　桜 総合学科 200 80 120 76 59 135 1.13 0 1 1 76 58 134 1.12 0.82 0.82

56 一 迫 商 流通経済科　　　　◎ 40 16 24 9 9 18 0.75 0 0 0 9 9 18 0.75 0.58 0.58

情報処理科　　　　◎ 40 10 30 12 3 15 0.50 0 0 0 12 3 15 0.50 0.40 0.40

　栗　原　地　区　計 560 186 374 175 150 325 0.87 0 1 1 175 149 324 0.87 0.79 0.79

　北　部　地　区　合　計 2,880 989 1,891 994 697 1,691 0.89 7 3 10 987 694 1,681 0.89 0.95 0.95

57 石    巻 普通科 240 72 168 93 80 173 1.03 5 0 5 88 80 168 1.00 1.02 1.01

58 石巻好文館 普通科 200 60 140 68 76 144 1.03 1 0 1 67 76 143 1.02 1.00 1.00

59 石 巻 西 普通科 200 60 140 67 83 150 1.07 0 0 0 67 83 150 1.07 0.87 0.87

60 石 巻 北 総合学科 200 80 120 77 59 136 1.13 0 0 0 77 59 136 1.13 0.77 0.77

61 宮城水産 海洋総合科 160 59 101 46 10 56 0.55 0 0 0 46 10 56 0.55 0.86 0.86

機械科　　　　　　◎ 80 32 48 53 2 55 1.15 0 0 0 53 2 55 1.15 1.19 1.17

電気情報科　　　　◎ 40 17 23 20 0 20 0.87 0 0 0 20 0 20 0.87 0.67 0.67

62 石 巻 工 化学技術科　　　　◎ 40 5 35 18 6 24 0.69 0 0 0 18 6 24 0.69 0.54 0.54

土木システム科　　◎ 40 8 32 31 1 32 1.00 0 0 0 31 1 32 1.00 1.71 1.71

建築科　　　　　　◎ 40 16 24 20 4 24 1.00 0 0 0 20 4 24 1.00 1.13 1.13

63 石 巻 商 総合ビジネス科 200 80 120 70 38 108 0.90 0 0 0 70 38 108 0.90 0.97 0.97

64 桜　　坂※ 普通科･学励探求ｺｰｽ◎ 120 48 72 ＊ 43 43 0.60 ＊ 0 0 ＊ 43 43 0.60 0.21 0.21

普通科･ｷｬﾘｱ探求ｺｰｽ◎ 80 32 48 ＊ 59 59 1.23 ＊ 0 0 ＊ 59 59 1.23 0.96 0.96

　石　巻　地　区　計 1,640 569 1,071 563 461 1,024 0.96 6 0 6 557 461 1,018 0.95 0.89 0.89

65 気仙沼 普通科 200 60 140 85 82 167 1.19 2 1 3 83 81 164 1.17 1.07 1.04

66 気仙沼西 普通科 80 16 64 29 50 79 1.23 0 0 0 29 50 79 1.23 0.95 0.95

67 志 津 川 普通科　　　　　　☆ 80 53 27 0 4 4 0.15 0 0 0 0 4 4 0.15 0.19 0.19

情報ビジネス科　　☆ 40 6 34 3 3 6 0.18 0 0 0 3 3 6 0.18 0.37 0.37

68 本 吉 響 総合学科 120 22 98 40 21 61 0.62 0 0 0 40 21 61 0.62 0.86 0.86

情報海洋科　　　　◎ 40 16 24 30 4 34 1.42 0 0 0 30 4 34 1.42 0.92 0.92

69 気仙沼向洋 産業経済科　　　　◎ 40 16 24 9 27 36 1.50 0 0 0 9 27 36 1.50 1.33 1.33

機械技術科　　　　◎ 40 16 24 26 2 28 1.17 0 0 0 26 2 28 1.17 1.13 1.13

　本　吉　地　区　計 640 205 435 222 193 415 0.95 2 1 3 220 192 412 0.95 0.91 0.90

　東  部  地  区  合　計 2,280 774 1,506 785 654 1,439 0.96 8 1 9 777 653 1,430 0.95 0.90 0.90

　全　日　制　合　計 14,720 4,828 9,892 6,645 5,267 11,912 1.20 134 27 161 6,511 5,240 11,751 1.19 1.24 1.22

◎は後期選抜において，出願学科以外のいずれか１つを第２志望とできる学科(柴田農林においては川崎校を除く)，●は後期選抜において，普通科を第２志望にできる学科，★は一括募集，☆は連
携型選抜を実施する学科，※は市立高等学校を示す。■は併設中学校からの入学を含む。
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３　各学校・学科別の後期選抜実施状況

《定時制課程》

男 女 計 出願倍率 男 女 計 男 女 計 受験倍率 出願倍率 受験倍率

 1 白石七ヶ宿 普通科 / 昼 40 8 32 10 4 14 0.44 0 1 1 10 3 13 0.41 0.35 0.35

 2 大河原商 普通科 / 夜 40 0 40 8 2 10 0.25 0 0 0 8 2 10 0.25 0.13 0.13

 3 宮城二工 電子機械科 / 夜　◎ 40 7 33 8 0 8 0.24 0 0 0 8 0 8 0.24 0.11 0.08

電気科 / 夜　　　◎ 40 3 37 4 0 4 0.11 1 0 1 3 0 3 0.08 0.05 0.05

 4 名    取 普通科 / 夜 40 3 37 5 3 8 0.22 0 0 0 5 3 8 0.22 0.13 0.13

 5 貞    山 普通科 / 昼 120 32 88 23 11 34 0.39 0 0 0 23 11 34 0.39 0.48 0.48

普通科 / 夜 40 2 38 4 2 6 0.16 0 0 0 4 2 6 0.16 0.12 0.12

 6 古 川 工 機械科 / 夜　　　◎ 40 3 37 2 0 2 0.05 0 0 0 2 0 2 0.05 0.13 0.13

電気科 / 夜　　　◎ 40 1 39 3 1 4 0.10 0 0 0 3 1 4 0.10 0.05 0.05

 7 田尻さくら 普通科 / Ⅰ部（午前） 80 10 70 10 15 25 0.36 1 0 1 9 15 24 0.34 0.45 0.43

普通科 / Ⅱ部（午後夕間） 40 1 39 8 5 13 0.33 0 0 0 8 5 13 0.33 0.16 0.16

 8 佐    沼 普通科 / 夜 40 3 37 4 4 8 0.22 0 0 0 4 4 8 0.22 0.03 0.03

普通科 / Ⅰ部（午前）◎ 40 8 32 7 13 20 0.63 0 0 0 7 13 20 0.63 0.93 0.93

 9 東 松 島 普通科 / Ⅱ部（午後）◎ 40 5 35 13 9 22 0.63 0 0 0 13 9 22 0.63 1.00 1.00

普通科 / Ⅲ部（夜間）◎ 40 2 38 5 2 7 0.18 0 0 0 5 2 7 0.18 0.08 0.08

10 石巻北飯野川 普通科 / 昼 40 8 32 12 1 13 0.41 0 0 0 12 1 13 0.41 0.30 0.27

11 気仙沼 普通科 / 夜 40 1 39 1 1 2 0.05 1 0 1 0 1 1 0.03 0.08 0.08

12 仙台大志※ 普通科 / Ⅰ部（午前午後）◎ 90 27 63 33 18 51 0.81 0 0 0 33 18 51 0.81 1.25 1.24

普通科 / Ⅱ部（午後夜間）◎ 30 9 21 8 2 10 0.48 0 0 0 8 2 10 0.48 0.50 0.50

13 仙 台 工※ 建築土木科 / 夜　◎ 40 5 35 6 0 6 0.17 0 0 0 6 0 6 0.17 0.08 0.08

機械科 / 夜　　　◎ 40 5 35 6 0 6 0.17 0 0 0 6 0 6 0.17 0.27 0.27

　定　時　制　合　計 1,000 143 857 180 93 273 0.32 3 1 4 177 92 269 0.31 0.34 0.34

後期選抜
出願者数

後期選抜
欠席者数

後期選抜
受験者数

平成28年度
後期選抜

　◎は後期選抜において，出願学科以外のいずれか１つを第２志望とできる学科，※は市立高等学校を示す。

学 校 名 学 科・コース

平成29
年度
募集定
員

前期選
抜等
合格者

数

後期
選抜
募集
人数

-10-



１　後期選抜における地区別の受験倍率　（全日制）

２　後期選抜における学科別の受験倍率　（全日制）

３　学校・学科別の後期選抜の受験倍率等　（全日制）

（H29） （H28）

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

9 10

課長報告（４）補助資料

地区
H29 H28

増減
H24

受験倍率 受験倍率 一般入試

南部 0.96 1.01 -0.05 0.95

中部南 1.38 1.43 -0.05 1.43

中部北 1.42 1.47 -0.05 1.45

北部 0.89 0.95 -0.06 0.96

東部 0.95 0.90 0.05 0.97

合計 1.19 1.22 -0.03 1.21

学科
H29 H28

増減
H24

受験倍率 受験倍率 一般入試

普　　通 1.22 1.28 -0.06 1.25

農　　業 1.12 1.12 0.00 0.94

工　　業 1.23 1.26 -0.03 1.19

商　　業 1.09 1.10 -0.01 1.27

水　　産 0.85 0.95 -0.10 0.96

体　　育 1.83 1.83 0.00 1.54

英　　語 1.40 1.69 -0.29 1.20

家　　庭 1.15 1.08 0.07 1.06

看　　護 1.54 1.61 -0.07 1.50

理　　数 1.28 1.04 0.24 1.13

美　　術 2.05 1.00 1.05 1.00

総　　合 0.95 0.89 0.06 1.11

福　　祉 0.83 0.72 0.11 －

災害科学 1.13 0.88 0.25 －

合計 1.19 1.22 -0.03 1.21

学校名 学科名 受験倍率 学校名 学科名 受験倍率

宮城工 インテリア科 2.38 柴田 体育科 2.42

利府 スポーツ科学科 2.29 仙台工 機械科 2.10

仙台工 建築科 2.28 仙台工 土木科 2.06

亘理
普通科

普通コース 2.08 仙台工 建築科 2.00

宮城野 美術科 2.05 小牛田農林
農業技術科

農業土木ｺｰｽ 1.96

塩釜 ビジネス科 2.02 泉 英語科 1.92

松島 普通科 1.96 仙台工 電気科 1.90

仙台工 土木科 1.83 宮城工 化学工業科 1.88

泉 英語科 1.79 松島 普通科 1.87

富谷
普通科

人文コース 1.79 泉 普通科 1.86
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４　平成２８年度に学科改編を行った学校・学科の後期選抜の受験倍率

５　平成２７年度に学科改編を行った学校・学科の後期選抜の受験倍率

６　今後の入試日程

（１）後期選抜 合格発表 ３月１６日(木) 午後３時

（２）第二次募集 出願期間 ３月１７日(金)～３月２１日(火) 午後３時

学力検査等 ３月２２日(水)

合格発表 ３月２２日(水)又は３月２３日(木)

（３）通信制課程 出願期間 ３月１２日(日)～３月１７日(金) 午前１１時

面接 ３月２１日(火)～３月２３日(木)のうちのいずれか１日

結果通知送付 ３月２４日(金)

0.97

1.13 0.88

1.24

0.96

0.88

H29 H28

受験倍率 受験倍率

1.46

0.42

0.83

学校名 学科名

多賀城 災害科学科

学校名 学科名

登米
総合産業

農業科 1.09 1.10

機械科 0.92 1.08

電気科 0.79 0.56

0.85 0.86

情報技術科 0.65 0.92

商業科 0.75 0.79

学校名
H29 H28 H27

学科名

福祉科 0.83 0.72

合計

受験倍率 受験倍率 受験倍率

0.85 0.51 0.81

1.23 0.96 0.96

H29 H28

受験倍率 受験倍率

H27

受験倍率

桜坂
普通科学励探求ｺｰｽ 0.60 0.21 0.71

合計

普通科ｷｬﾘｱ探求ｺｰｽ
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みやぎ総文２０１７・南東北インターハイ 

開催１００日前ＰＲイベントの開催について 

 

１ 目  的  平成２９年に本県で開催される「第４１回全国高等学校総合文化

祭（みやぎ総文２０１７）」及び「平成２９年度全国高等学校総

合体育大会（南東北インターハイ）」の開催及びその概要につい

て，広く県民に周知を図る。 

２ 主  催  第４１回全国高等学校総合文化祭宮城県実行委員会 

平成２９年度全国高等学校総合体育大会宮城県実行委員会 

３ 開催日時   平成２９年４月２３日（日） 

①午前１０時から  ＰＲ活動・展示 

②午前１１時から  大会ＰＲパレード 

③正午から     ステージイベント 

４ 会  場  サンモール一番町商店街「藤崎」前 特設ステージ ほか 

５ 内   容 

（１） 大会ＰＲパレード ＜場所：ぶらんど～む一番町商店街（仙台フォーラス前）～ 
サンモール一番町商店街（藤崎前） / 時間：11:00～＞ 

イ 宮城広瀬高等学校吹奏楽部のマーチングバンド。生徒委員が横断幕を持って大会をＰＲ。 

ロ パレード終了後，サンモール一番町商店街「シリウス・一番町」前においてマーチング

バンドによるミニコンサートを開催。 

（２） ステージイベント ＜場所:藤崎前設置特設ステージ / 時間:12:00～14:30(予定)＞ 

① オープニングセレモニー 【12:00～】 
宮城県工業高等学校製作のカウントダウンボードお披露目式（予定）など 

  ② 高校生の芸術文化・スポーツ活動発表 【12:30～14:30（予定）】 

発表団体 内 容 

気仙沼高等学校 マンドリン部 「器楽・管弦楽部門」より，マンドリン合奏を披露。 

小牛田高等学園 フラダンス部 「特別支援学校部門」より，フラダンスを披露。 

仙台二華高等学校 音楽部 「合唱部門」より，心あたたまる歌声の合唱を披露。 

塩釜高等学校 少林寺拳法部 塩竈市で開催する「少林寺拳法」の演武を披露。 

仙台第三高等学校 フェンシング部 気仙沼市で開催する「フェンシング」の競技紹介等。 

（３） 生徒委員によるＰＲ活動 <場所:サンモール一番町商店街 / 時間: 10:00から随時> 

イ 両大会のチラシ，ポケットティッシュ等を配布し両大会をＰＲ。 

ロ 短冊に夢や願い事を書くブースを設置。（創造の短冊プロジェクト） 

（４） 展示 ＜場所:サンモール一番町商店街（藤崎前） / 時間: 10:00～16:00＞ 

両大会と高校生の準備活動の様子等をパネル展示により紹介 

 

課長報告（５） 
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松島自然の家野外活動フィールドの供用開始について 

 

松島自然の家は，東日本大震災による津波で壊滅的な被害を受けたため，東松島市宮戸地
区への移転を決定後，本館等建設予定地内に東松島市の応急仮設住宅があることから，本館
等と野外活動フィールドに工区を分け，再建事業を進めてきた。 
このたび，「野外活動フィールド」が完成することから，本館等に先行して供用を開始す

るもの。 

 

１ 供用開始日   平成２９年６月１日（木）（予定） 

 
２ 場 所   東松島市宮戸字西大浜田１ 
          （本館等建設予定地【旧東松島市立宮戸小学校】向かい） 
 
３ 施 設 概 要（資料１参照） 
（１）敷地面積   ３１，２８８㎡ 
（２）建 物 等    １，３９６㎡ 

施 設 名 構造・仕様等 面 積 概    要 

管理棟 鉄骨造２階建 ３８０㎡ 
事務室，宿直室， 

ワークスペースほか 

コテージ棟 鉄骨造平屋建 ２８５㎡ ４０名利用可 

野外炊飯棟Ａ 鉄骨造平屋建 ２８８㎡ １２０名利用可 

野外炊飯棟Ｂ 鉄骨造平屋建 ３８４㎡ １６０名利用可 

トイレ棟Ａ 木造平屋建 ３９㎡ 男女トイレ，多目的トイレ 

トイレ棟Ｂ 木造平屋建 ２０㎡ 男女トイレ，多目的トイレ 

運動場 
クレイ舗装 

約８，０００㎡ 
２００ｍトラック 

天然芝 フットサルコート 

テントサイトＡ・Ｂ 天然芝  ２箇所，１６０名利用可 

キャンプファイヤー場 クレイ舗装  ２箇所 

駐車場 
アスファルト

舗装 
 

普通車４０台，大型バス８台

駐車可 

 
（３）特  色   一度に２団体まで利用できるよう，野外炊飯棟，テントサイト及び 
          キャンプファイヤー場をそれぞれ２箇所ずつ配置 
 
４ プログラム（資料２参照） 
（１）コンセプト  「宮戸島を 遊びつくそう 学びつくそう」 
（２）プログラム  “自然”に親しむプログラム，“文化”に親しむプログラム 
          “防災”について学ぶプログラム，“スポーツ”に親しむプログラム 
 
５ 今後のスケジュール（予定） 

○ 平成２９年４月２５日（火）  完成記念式典 
○ 平成２９年６月 １日（木）  供用開始 

 

 

課長報告（６） 
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松島自然の家配置図  

野外炊飯棟Ｂ （フットサルコート） （２００ｍトラック） 

運 動 場 
野外炊飯棟Ａ 

コテージ 
テントサイトＡ 

テントサイトＢ 

 

【野外活動フィールド 各施設の概要】 

施 設 名 面  積 概             要 

管理棟 335.91 ㎡ ・職員の事務室，宿直室，ワークスペース，倉庫，車庫，男女トイレ４，多目的トイレ１ 

コテージ棟 284.64 ㎡ ・板張りのフロアに４０名利用できる施設，可動式仕切板で２部屋に仕切ることができる。 

・雨天時の活動場所，荒天時の避難場所，シャワー６，更衣室２，トイレ１０ 

野外炊飯棟Ａ 384.00 ㎡ ・かまど１２，ガスコンロ６，流し場，倉庫，足洗い場，机椅子１０人×１２グループ 

野外炊飯棟Ｂ 288.00 ㎡ ・かまど１６，ガスコンロ８，流し場，倉庫，足洗い場，机椅子１０人×１６グループ 

トイレ棟Ａ 38.88 ㎡ ・男女トイレ６，多目的トイレ２ 

トイレ棟Ｂ 20.52 ㎡ ・男女トイレ２，多目的トイレ２ 

運動場 約 8,000 ㎡ 

約 6,000 ㎡ 

約 1,000 ㎡ 

（全体） 

・２００ｍトラック（クレイ舗装） 

・フットサルコート（天然芝） 

テントサイトＡ・Ｂ  ・２箇所 ５人用×８張，６人用×２０張，１６０名利用可 

キャンプファイヤー場  ・２箇所 キャンプファイヤーを行うことのできるサークル 

駐車場  ・普通車４０台，大型バス４０台駐車可 

 

 

管理棟 

 

野外炊飯棟Ａ 

 

テントサイトＡ 

 

キャンプファイヤー場 

キャンプ 

ファイヤー場 

キャンプ 

ファイヤー場 

 

キャンプファイヤー場 

 

キャンプファイヤー場 

 

キャンプファイヤー場 

 

野外炊飯棟Ｂ 

 

コテージ棟 

 
運動場 

（２００ｍトラック，フットサルコート） 

資料１ 
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○地域，ボランティア，指導者等，多くの
人々と出会います。
○宮戸島の自然・文化と出会います。

○宮戸島の海・山等の大自然と触れ合います。
○宮戸島の人々やボランティア等，多くの人々と触れ合います。

○宮戸島の自然について学び合います。
○宮戸島の文化や歴史を学び合います。
○防災について学び合います。

・宮戸島ウォークラリー ・縄文村見学
・海苔すき体験 ・縄文土器作り

・勾玉作り

宮戸島の“文化”に親しむプログラム

宮戸島の知恵に学ぶ
プログラム

縄文体験
プログラム

・防災グッズ作り ・宮戸島防災
・空き缶ご飯作り ウォークラリー
・救助・運搬体験 ・体験を聞く会

☆パネルと映像で学ぶ「東日本大震災と防災」
（常設展示）

・本館エントランスホール全体に広がるパネルと映
像で，東日本大震災の被害と津波や災害に対する
備えや心構えについて学びます。
☆「防災キャンプ」

・東日本大震災後の被災の経験を生かし，非常時
の生活を総合的に体験するキャンプを開催します。

“防災”について学ぶ体験プログラム

非常時対応
プログラム

体験から学ぶ
プログラム

・グランドゴルフ ・野球
・マレットゴルフ ・サッカー
・ペタンク ・バスケットボール

“スポーツ”に親しむプログラム

ニュースポーツ
プログラム

スポーツプログラム

・大高森登山 ・貝殻細工 ・いかだ作り ・野外炊飯
・海水浴 ・流木アート ・ウォークラリー ・ＭＡＰ
・星空観察 ・サンドアート ・シーカヤック体験 ・キャンプファイヤー
・ネイチャーゲーム

宮戸島の“自然”に親しむプログラム

自然体験プログラム 手作りアートプログラム チーム力向上プログラム 仲間作りプログラム

資料２
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宮城県生涯学習審議会への諮問について 

 

１ 諮問概要 

（１）諮問事項 

地域の力を活用した学びの場の充実と「学びと実践の循環」の仕組みづくり 

 

（２）諮問理由 

第９次宮城県生涯学習審議会の答申（平成２８年９月）において，住民相互

の学び合いの成果を地域に還元し，活動や学びにつなげていく「学びと実践の

循環」をつくることにより，学びや活動の充実を通した地域コミュニティの再

生と宮城の「創造的な復興」を実現することが，本県が今後目指す生涯学習の

姿であるという提言がなされた。 

その具現化のためには，多様な主体と連携し誰もがいつでも学ぶことができ

る環境の充実，学びや活動を支える人材の育成，さらに，それらをコーディネ

ートする仕組みの構築が必要である。 

このような理由から，地域住民や関係機関，行政の協働による生涯を通して

学ぶことができる環境の充実とその成果を活用できる社会の実現に向けた具体

的方策について諮問した。 

 

（３）諮問した日 

平成２９年２月１５日（水） 

 

２ 審議の方向性 

県では，地域住民，行政，教育機関，ＮＰＯ，企業等の関係機関が情報共有や

行動連携などゆるやかなネットワークを結び，地域の学びを支える基盤となる「生

涯学習プラットフォーム」の構築を目指すこととしている。 

審議会では，多様な機関と連携した学習機会の充実や，学習成果の適切な評価

と活用の具体的な方策について検討を行い，その内容は「生涯学習プラットフォ

ーム」の仕組みづくりに反映させる。 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

  平成２９年 ５月～ 宮城県生涯学習審議会において審議（５回開催予定） 

            現地調査等の実施 

平成３０年 ６月  パブリックコメント実施 

平成３０年 ７月  宮城県生涯学習審議会から答申 

課長報告(７) 
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教育庁関連情報一覧（平成２９年２月９日～平成２９年３月１４日）  

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

〇「平成２８年度 宮城県スポーツ合同表彰式」を開催 

平成２８年度宮城県スポーツ賞の表彰式を，宮城県体育協会，宮城県高等学校体育連盟， 

  宮城県中学校体育連盟との４者合同で開催した。 

宮城県スポーツ賞は，スポーツに関して顕著な成果を挙げ，本県のスポーツに多大なる 

貢献を果たした個人及び団体を顕彰するもの。 

【概 要】 

 期 日  平成２９年２月１１日（土） 

 場 所  県庁２階 講堂 

 対 象  特別功績賞  個人：７名 

         代表受領  保原 彩夏（聖ウルスラ学院英智高等学校） 

                （世界ジュニアバドミントン選手権大会 女子ダブルス優勝） 

       功績賞    個人：６３名，団体：１３団体 

         代表受領  東北学院大学 体育会弓道部 

                （全国大学弓道選抜大会 優勝）                   （担当：スポーツ健康課）                                      

 

 

 

 

 

 

２ 

○多賀城高校が「新しい東北」復興功績顕彰（復興庁）に選定 

  東日本大震災以降に多賀城高校の生徒が取り組んだ，地域住民への聞き取り調査 
による津波波高表示の設置活動や多賀城市と連携して被災状況を説明・案内する 
「まち歩き」等の防災活動などが，復興庁が選定する「新しい東北」復興功績顕彰 
（集中復興期間 5年間の活動を顕彰するもの）に選ばれ，その報告のため，２月 
１６日（木）に同校の生徒と関係者が教育長を表敬訪問した。 
【概 要】 

○顕彰の趣旨 

東日本大震災の発災から５年が経過し，今年度から復興・創生期間に入ったことを機に， 

現在，被災地で進む「新しい東北」の実現に向けた取組について，大きな貢献をされている 

個人及び団体を顕彰することにより，こうした個人・団体の活動を広く情報発信するととも 

に，被災地内外への普及・展開を促進することを目指す。 

○募集件数 １０９件 

○選定結果  １０件 

○顕 彰 式 日時：平成２９年２月９日（木）  

場所：せんだいメディアテーク                       （担当：高校教育課・スポーツ健康課） 

資料配付（１） 
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３ 

 

 

 

 

 

 

○仙台育英学園高等学校が選抜高校野球大会に出場 

第８９回選抜高等学校野球大会に東北代表として出場する 

「仙台育英高等学校硬式野球部」の選手及び関係者が，その 

報告のため２月２０日（月）に県を表敬訪問した。 

 

【大会概要】 

   大会名 第８９回選抜高等学校野球大会 

   開催日 平成２９年３月１９日（日）～１２日間 

   会 場 阪神甲子園球場 

   出場数 ３２校 

 
 

（担当：スポーツ健康課） 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

○仙台二華高等学校の生徒が国連本部派遣研修等に派遣  

日本の高校生を代表し，ニューヨークの国連本部での研修に派遣さ  

 れることになった生徒，及び全国のユネスコスクールから選考され,  

 インドネシア研修に参加する仙台二華高等学校の生徒が，その報告の 

 ため３月３日（金）に教育長を表敬訪問した。 

 

【概 要】 

 ○生徒名 宮城県仙台二華高等学校 ２年 西貝茂辰，１年 相沢咲希 

○国連本部派遣研修  

第63回国際理解・国際協力のための高校生の主張コンクール中央大会（外  

務省など主催）で，特賞（文部科学大臣賞）を受賞，他の受賞者３名ともに，  

ニューヨークの国連本部での研修に派遣される。  

○第７回ESD国際交流プログラム  

全国各地のユネスコスクールから選考により１２名が選抜され，インドネ  

シア研修に参加する。 

                                          （担当：高校教育課） 
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１　　大会概要

２　　参加状況

３　　成績概況

（１）総合成績

（２）至近５年間の開催地と宮城県の状況

（３）東北各県の状況

２２位 ２４点

順　　　　位 25 33 18 30

開催地　
68 東京・秋田 69 栃木・山形 70 群馬 71 岩手 72 長野

25 20

得　　　　点 48 20 82 41

20

65

ス　キ　ー

開 催 地 長野県

56 65

県　

順　　　　位 3 4

青　森 岩　手 秋　田 山　形 福　島 宮　城
　天皇杯

得　　　　点 176 175 170 127

5 11

開 始 日 平成29年 1月27日（金）

平成29年 1月31日（火） 平成29年 2月17日（金）

開 催 期 間

冬　季　大　会

スケート・アイスホッケー ス　キ　ー
本　　大　　会

平成29年 2月14日（火）

最 終 日

資料配付（６）

　天皇杯

参加競技数 2 1

顧 問 0 0

参 加 人 員

本 部 役
員

7 3

合 計 57 48

男女総合（天皇杯） 女子総合（皇后杯）

２０位 ６５点

第７２回国民体育大会冬季大会の結果について

選 手 42 38

監 督

105

3

15

0

10

80

8 7

長野県

平成29年 9月30日（土）

平成29年10月10日（火）

愛媛県

合　　　計

（　※今後開催予定　）

冬　季　大　会
本　　大　　会

スケート・アイスホッケー
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